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• 大阪市立図書館について
• 大阪市立図書館デジタルアーカイブ
• 今後の利活用を考える

本日の内容



・大阪市立図書館の概要
・知識創造型図書館をめざして

大阪市立図書館について



大阪市立図書館の概況

• 中央図書館(西区) 蔵書数:222万冊
• 地域図書館23館 蔵書数:6~10万冊
• 自動車文庫まちかど号 105か所

中央図書館入館者数 138万人／年(1日平均4,200人)
大阪市立図書館全館入館者数 約593万人／年

数字はすべて平成29年度

面積：225.21 ｋ㎡

人口：2,716,989人

世帯数：1,401,429世帯

(「大阪市の推計人口」H30.4.1)

登録者数 440,898人 相互貸借
（貸出冊数）

2,483,110冊

貸出冊数 12,090,878冊 HPトップページ
アクセス

8,661,952件

予約件数 2,860,866件 蔵書検索ページ
アクセス

3,930,661件

相談件数 740,544件 文献複写 405,167枚



知識創造型図書館をめざして

いつでも･どこでも･だれもが、課題解決に必要な情報
にアクセス可能な、創造都市の知識・情報基盤

• 知識を創造する図書館
• レファレンス機能・情報サービスの高度化

→商用データベースの提供
• 行政施策の企画立案支援サービスの強化
• 開館日の拡大

• 人と、心を育てる図書館
• 子どもの読書活動の推進、市民ボランティアの養成拡大、

学校との連携



知識を創造する図書館へ

レファレンス機能・情報サービスの高度化

• 新聞記事や判例等の各種商用データベースの提供拡充
（Ｈ19年度～）

• レファレンス事例のデータベース公開（Ｈ20年度～）
• メールでのレファレンスの受付開始（Ｈ20年度～）
• 英語、中国語、韓国・朝鮮語HPでの情報提供

（H15年度～）



Library of the Year2009大賞

図書館でのデータベース利用の
モデルを示し、知識創造型図書
館としての活動を評価していた
だいた。



・デジタルアーカイブの概要
・オープンデータ化～LoY2017優秀賞受賞までの道のり

大阪市立図書館デジタルアーカイブ



当館デジタルアーカイブのあゆみ

• 平成8(1996)年度
「大阪市立図書館イメージ情報データベース」開始
（中央図書館内の利用者用端末で公開)

• 平成13(2001)年 5月
インターネット・市立図書館検索用端末で公開

• 平成26(2014)年 1月
リニューアル「大阪市立図書館デジタルアーカイブ」

• 古文書
大阪関係などの古文書、写真、絵はがき、
引札、芝居番付、間重富・間家関係文書、
百人一首文庫、浄瑠璃本、水帳、家分け文書

• 地図
地形図、住宅地図、その他



リニューアル後の主な変更点

簡易検索と詳細検索2種の3画面
タイトル・著者・出版者・注記・管理番
号などで検索が可能
当館の蔵書検索との相互リンク。また、
統合検索（OMLINサーチ）でも検索可
能
Webギャラリーのテーマ：現在86種類

⇒アクセス数・二次利用申請の増加



二次利用申請の手続き

デジタルアーカイブ
デジタルアーカイブ

利用者

相談窓口担当
（図書館）

二次利用許諾担当
（図書館）

画像の調査
二次利用申請
受付

・二次利用の内容確認
（商用利用や加工に当たらないか）
・著作権が切れているか

確認のため
のやり取り
が発生する

許諾の可否
回答

オープンデータ画像約7200点（13万
枚）は申請不要。加工も商用利用も
OK！（赤枠部分が不要に）

「大阪市オープンデータの取組に関する指針」
「大阪市ICT戦略」



大阪市立図書館の情報化施策

平成6年度 「大阪市情報化計画」
「図書館情報ネットワークシステム」位置づけ

平成18年度 「大阪市情報化基本方針」
市立図書館の利便性向上と機能充実

平成28年3月 「大阪市ICT戦略」策定

⇒有識者の意見も取り入れ、時代にあわせた
新たな展開を検討することに！



総務省地域情報化アドバイザー派遣制度の活用

図書館情報化施策の今後のあり方
これからの可能性（アクションプランへの反映）
デジタルアーカイブオープンデータ化に係わって

CCライセンスに対する考え方
対象コンテンツの選別
広報の進め方

「先駆者として、その過程も含めてオープンにしてい
くことが大事」



オープンデータの提供条件

パブリックドメインかCC０かCC-BYか
「大阪市オープンデータの取り組みに関する指
針」に原則としてクリエイティブコモンズライ
センスにおける「CC-BY」とすると記載あり

⇒大阪市の考え方に則り、CC-BYと判断
ただし、提供条件については引き続き検討して

いくこととする



対象コンテンツの選別

著作権・個人情報に問題がないかすべての資料を
再度確認
資料の種別ごとに、オープンデータの可否をでき
るだけまとまって判断

⇒大阪関係などの古文書、引札、芝居番付、
浄瑠璃本、百人一首文庫、間重富・間家関係文書、

写真・絵はがき



広報の進め方

どうせ広報するなら市長会見
ただやみくもにするのではなく、目的をもって

平成29年2月23日(木)
大阪市長会見資料フリップ



「「大阪市ICT戦略」に沿った図書館の今後の
あり方」「アクションプラン」を策定・公開



「ICTの徹底活用」 ５つの柱にあわせて

情報インフラの活用（Wi-Fi、IoT等）
積極的なデータ活用の推進(オープンデータ、ビッグデータ)
最新情報環境への適切な対応（モバイル・ファースト）
施策における徹底活用

教育ICT
防災
市民協働の促進（WikipediaTownの実施等）

効果的・効率的な行政運営
行政事務の改善



オープンデータ活用事例

• 区役所来客用記念品
• バスのラッピング
•レトルトカレーパッケージ



図書館で実施した利活用推進

資料展示

画像人気コンテスト

画像活用講座



デジタルアーカイブ利活用事例紹介ページ



オープンデータ化開始以降の動き

「浪花百景」画像の分割

「大阪古地図集成」（24
点）を追加搭載

⇒古地図を搭載することで
活用の幅が広がる！

オープンデータとして画
像を提供しているコンテ
ンツの書誌項目をデータ
セットで提供



・オープンデータ化の成果
・「巻き込み型」の取り組み
・今後に向けて、これからの課題

今後の利活用を考える



二次利用申請件数とアクセス件数の推移
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Library of the Year 2017最終選考会

• 図書館及びそれに準ずる施設・機関における他の図書
館の参考となる先進的な取り組みや活動

• 対象となる機関は、公立図書館、大学図書館、専門図
書館、学校図書館、図書館団体、図書館関連企業など

• ここ数年の活動を対象
• 住民にとっての意味
• 図書館の存在意義
• 長期的な仕組みづくり
• 継続性と汎用性
• 新しい可能性



大阪市立図書館についてのコメント

• しつこく続ける組織力と、（うらやましい）資金力
• 関西らしいプレゼン！自宅からもアクセスできるデジ

タルアーカイブはこれからの図書館のあり方のひとつ
• 「大阪市ICT戦略」の方向性にあわせて実施したこと
• どういう方向性でどこに着目すれば評価されるかを戦

略的に行ったこと
• スピード感、やれそうでも他は
踏みとどまっていたことを
やり遂げた実行力



こんな嬉しい賞もいただきました

•2018年度勝手表彰貢献賞
一般社団法人オープン＆ビッグデータ活用・

地方創生推進機構（VLED）

• ICT地域活性化大賞2019優秀賞
「守りの姿勢の図書館が多いなか、これか

らの図書館のひな型になりうる事例」



OML48チームHIKIFUDA（ひきふだ）選抜総選挙

総選挙で選ばれた画像の加工コンテストも実施



ウィキペディアタウンの開催

ベテランウィキペディアンの作成項目 良
質な記事に



『浪花百景』画像をウィキメディアコモンズに
アップロードして記事に追加を呼び掛け



オープンデータ利活用に向けた検討チーム

問題点の整理と課題解決を検討
オープンデータの更なる周知
オープンデータを活用したコミュニティづくり

地域情報化アドバイザーに助言をいただく



今後の新しい試み
• 継承型学術オープンデータとしての公開



今後に向けて、これからの課題

一層の周知のため、継続した広報活動
協力者や民間と繋がり、オープンデータ画像の今後の活
用の可能性を探る
活用のためのキーワードや地名などメタデータの豊富化、
CC0への変更やPD（パブリックドメイン）の付与の検討
図書館システムの機種更新に向け、国立国会図書館サー
チとの連携、検索性向上への検討

⇒担当職員ならだれでも対応できるように
情報を共有
方向性の共有



引き続き「しつこく」やっていきます！

ご清聴ありがとうございました

大阪市立図書館 https://www.oml.city.osaka.lg.jp


